
人事委員会議事録（第1691回） 
 

 

１ 開催日時 

    令和４年８月18日（木）15：00～16：10 

 

２ 開催場所 

    兵庫県人事委員会 審理室 
 

３ 会議に出席した者 

    委   員   田 中 基 康 委員長 

            鈴 木 尉 久 委 員 

長 尾   真 委 員 

    事務局職員   古 川 卓 哉 事務局長 

            西 谷 智 子 任用課長 

            井 上 博 尊 給与課長 

            中 原 惠 子 任用課副課長兼給与課副課長 

             

開 会 

 

第１号議案 

 議事録の承認を求める件 

 

人事委員会議事録（第 1690 回）について、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

第２号議案 

 行政Ａ（事務系職種）採用試験最終合格者決定の件 

 

任用課長が、標記試験の実施状況、合格基準及び合格発表日（８月19日）等を説明した

後、同試験の合格者（案）を諮り、審議の結果、原案どおり決定した。 

 

第３号議案 

 経験者採用試験実施要綱決定の件 

 

任用課長が、標記要綱（案）を説明し、審議の結果、原案を一部修正の上、決定した。 

 

（委員） 

試験案内の警察事務職に関する記載の中で、注意書きの「警察事務職は職員級で採

用」と、今年度の特徴の「主任級で採用（警察事務職は除く）」が対応していると思

われるが、意味が分かりにくい。 

（事務局） 

試験案内の記載を修正する。 

（委員） 



年齢区分を統合した結果、合格者の年齢がうまく分散するとよいが、若い者に集中

した場合は考え直さないといけない。 

（事務局） 

民間での経験を評価するが、若い者はその経験が浅いため、年齢は分散するのでは

ないか。 

（委員） 

社会人経験者採用試験と統合することによって分かりやすくなった。 

（委員）  

面接試験は休日に行うのか。 

（事務局） 

全て休日に行う。 

 

第４号議案 

障害のある人を対象とする職員採用選考試験実施要綱決定の件 

 

任用課長が標記要綱（案）を説明し、審議の結果、原案を一部修正の上、決定した。 

 

（委員） 

試験案内の中で、インターネットでの申込を「推奨」とだけ書いているのは分かり

にくい。郵送よりもインターネットを推奨するということを文章で書いたほうが親切

である。 

（事務局） 

試験案内の記載を修正する。 

（委員） 

試験案内の受験資格の記載の中で、準禁治産の宣告を受けている人は受験できない

とされているが、成年後見はどうなのか。 

（事務局） 

令和元年の地方公務員法改正により、成年被後見人であることが欠格条項ではなく

なったため、記載していない。準禁治産の宣告を受けている場合（心神耗弱を原因と

するもの以外）のみを記載している点については、考え方を整理し、改めて報告させ

ていただきたい。 

（委員） 

障害種別ごとに採用試験をしてはどうかという議論を以前からしているが、今回は

難しかったのか。 

（事務局） 

今回の試験から対応は困難であった。まずは、年齢と職種を拡大して行いたい。 

（委員） 

今後の検討スケジュールはどう考えているのか。 

（事務局） 

今回の試験の結果を踏まえて、任命権者とも協議したい。 

 

第５号議案 

職員の給与に関する規則の一部を改正する規則制定の件 



 

給与課長が、標記規則の改正内容を説明し、審議の結果、原案どおり決定した。 

 

（委員） 

  給料が改善されることは周知しないのか。 

 

（委員） 

  要綱の勤務条件の記載の中では、従来から改善された例で記載している。 

 

（事務局） 

  要綱では一般事務職の例として、例えば主任採用の場合を記載しているが、警察は試

験に合格しないと主任にできないなど、任命権者によって取扱いにバラつきがでる。 

 

（委員） 

  警察は試験での昇任を厳格にしている。それも含めて標準例として、民間経験を公務

員経験と同じに扱うことをプレス発表で言うことはできる。 

 

報告事項１ 

 行政Ｂ（高卒程度）ガイダンスの開催結果 

 

任用課長が、７月29日に実施した標記ガイダンスの開催結果を報告した。 

 

（委員） 

高校生が参加してくれるかどうかは、先生の勧めの影響が大きいと思う。 

（事務局） 

加えて、今回は職員採用ポータルサイトを見て参加した人が増えており、今後もポ

ータルサイトによるＰＲにも力を入れていきたい。 

（委員） 

ガイダンスの実施時期についての議論はなかったのか。試験の直前でよいのか。 

（事務局）  

年２回、３月と７月に実施している。 

（委員） 

実施時期は３月でよいのか。 

（事務局）  

３月のガイダンスは、これから進路を決めていく２年生を対象に、県の仕事を説明

する意図がある。今回報告した７月のガイダンスは、県を受験することを決めている

人を主なターゲットにしている。 

（委員）  

そうであれば、３月のガイダンスで県に興味を持ってもらうことが大事である。 

 

 

 

閉 会 


